
生活・環境 

●市長への手紙の回答について 

Ｑ． 

火葬場の件で返事をいただきましたが、納得できる内容ではありません。第一に時間の短縮、

第二に職員が最初に骨を分別するやり方は死体損壊と同じではないですか。第三にやけどをする

からという理由は全身の姿を見てからこそ、そこにその人の生きた人生があると思います。親戚

一同が周りに集まってこんなに骨は太かったとか細かったとか小さくなってとか色々と感情が

あふれ出てきます。また子どもたちもその姿を見て初めて人はこんな姿になるんだという人生の

勉強ができます。子どもたちが小さな上と下に分かれたものを見て人と感じられるでしょうか。

人間の道徳とかいろんなことを会報などで毎月出していますが、やってることと実際はこんなに

違います。人としてその人となりを目に見て初めて語り合い死と向き合い心が養われていきます。

絶対こんなやり方は許されることではありません。毎日一般の人が葬儀を見られるわけではあり

ません。誰も気づかずにこんなになってくるんだとその時に思うはずです。見直しをお願いしま

す。熱かったらもっと考えてガードするとかやり方はいっぱいあります。広報に載せるなりちゃ

んと説明してください。誰が誰と決めたのかこんなことでいいのかはっきりさせてください。 

（令和 4年 7月受付） 

 

Ａ． 

 先のお手紙では説明に不足する点が多々ありましたことを深くお詫び申し上げ、改めて御返答

させていただきます。御指摘のとおり、火葬された全身の御遺骨には、故人の人生が表れ、共に

過ごされた方々は、その日々を思い出し、語り合い、感情が溢れ、死と向き合う中で、真にお別

れをすることができるとのお考えにつきましては、私も思いを一にするところであります。この

ことから、全身の形のままの御遺骨を直接収骨いただく方法をお望みの御遺族様には、従来の収

骨方法を採っていただいておるところでありますので、葬儀事業者が事前に喪主様から御意向を

お伺いする際には、遠慮なくお申し付けくださるようお願いいたします。また、このように今年

度から、収骨の手法を二通りご用意し、事前に喪主様にお選びいただいておりますことにつきま

して、住民の皆様への周知が不十分でありましたことは、不徳の致すところであり、重ねてお詫

び申し上げます。 

 今後とも、葬儀事業者から喪主様に丁寧な説明を尽くすことはもちろんのことでありますが、

新発田地域広域事務組合が発行する広報紙やホームページにおきましても、広く住民の皆様にお

知らせしてまいりたいと存じますので、何卒、ご理解賜わりますようお願い申し上げます。 

（令和 4年 8月 19日回答） 

 

 

 

※上記の回答内容はすべて回答日時点のものであり、現在とは異なる場合があります。 

 


